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日日
本本
のの
公公
共共
住住
宅宅
をを
考考
ええ
るる  

～～
「「
公公
共共
住住
宅宅
部部
会会
」」
のの
活活
動動
をを
通通
じじ
てて
～～
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部会の見学会では、建

替事業が行われている

県営平針住宅を視察。 

木
造
復
権
の
背
景 

「
火
に
弱
い
」
と
し
て
一
九
五
一
年
に
官
公
庁

施
設
木
造
禁
止
令
ま
で
だ
さ
れ
た
木
造
建
築
が

見
直
さ
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
第
一
に
林
業
振

興
が
あ
げ
ら
れ
る
。
戦
後
植
林
さ
れ
た
人
工
林

資
源
が
利
用
可
能
な
段
階
を
迎
え
つ
つ
あ
る
一

方
で
、
林
業
生
産
活
動
が
停
滞
し
、
森
林
の
有

す
る
多
面
的
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

国
産
材
の
需
要
拡
大
が
地
域
経
済
の
活
性
化
の

面
か
ら
も
重
要
に
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
が
大
き
な
課
題
と

な
る
中
で
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
炭
素
を
固
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
木
造
建
築
は
「
第
二
の
森
」

と
も
呼
ば
れ
、
循
環
型
社
会
形
成
の
点
か
ら
も

期
待
さ
れ
て
い
る
。 

 新
し
い
木
の
建
築 

木
造
建
築
と
い
う
と
伝
統
木
造
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
人
が
多
く
、
日
本
で
は
低
層
で
小
規
模
な

も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
欧
米
で
は

近
年
七
～
九
階
建
木
造
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ

れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
二
十
階
建
木
造
ビ

ル
の
計
画
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
二

〇
〇
〇
年
に
建
築
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、
木
造

で
も
耐
火
建
築
物
を
つ
く
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
規
模
に
よ
る
制
限
は
な
く
な
っ
た
。
一
定

の
性
能
基
準
を
満
た
せ
ば
、
ど
ん
な
大
き
な
建

築
物
で
も
木
造
で
つ
く
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
の
だ
。
現
在
、
木
造
で
は
一
時
間
耐
火
建
築

物
の
技
術
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
最
上
階
か
ら

数
え
て
四
以
内
の
階
を
木
造
建
築
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
、
こ

の
技
術
を
用
い
て
建
築
さ
れ
た
木
質
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
構
造
五
階
建
ビ
ル
が
二
棟
建
設
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
一
つ
が
名
古
屋
市
内
に
あ
る
。
今
後
、

二
時
間
耐
火
の
技
術
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
最
上

階
か
ら
数
え
て
十
四
ま
で
の
階
を
木
造
と
す
る

こ
と
が
で
き
、
十
四
階
建
の
木
造
ビ
ル
の
建
設

も
可
能
な
の
だ
。 

 木
造
都
市
研
究
会
「
木
愛
の
会
」 

木
を
愛
す
る
会
＝
「
木
愛
の
会
」
、
単
純
な
ネ

ー
ミ
ン
グ
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
み
ん
な
の
思
い

が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
命
名
し
た
の
は
建
築
家

で
あ
り
京
都
大
学
大
学
院
教
授
の
高
松
伸
・
木

愛
の
会
会
長
。
最
初
こ
の
会
の
こ
と
を
聞
い
た

時
、
「
高
松
氏
が
木
造
」
と
い
う
の
に
大
き
な
違

和
感
が
あ
っ
た
。
高
松
氏
が
三
十
代
で
颯
爽
と

デ
ビ
ュ
ー
し
た
時
の
作
品
群
が
強
烈
で
あ
っ
た

だ
け
に
そ
の
印
象
が
強
す
ぎ
た
の
だ
。
そ
の
後
、

世
話
人
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
高
松

氏
の
木
に
か
け
る
思
い
を
伺
い
、
イ
メ
ー
ジ
が

大
き
く
異
な
っ
て
き
た
。
名
古
屋
市
内
に
あ
る

木
質
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
五
階
建

「
丸
美
産
業
本
社
ビ
ル
」
の
設
計
も

高
松
氏
で
あ
る
。 

木
愛
の
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
セ

ミ
ナ
ー
や
見
学
会
、
学
生
コ
ン
ペ

な
ど
を
行
い
、
新
し
い
木
の
建
築

の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。

四
年
目
と
な
っ
た
昨
年
秋
に
は

「
テ
ィ
バ
ラ
イ
ズ
建
築
展
～
都
市

木
造
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア 

in
な
ご
や
」
を
開
催
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
河
村
た
か
し
名
古
屋
市
長

に
出
席
い
た
だ
き
、
木
愛
の
会
会
長
の
高
松
氏
、

t
e
a
m
 

T
i
m
b
e
r
i
z
e

の
腰
原
幹
雄
氏
と
と
も
に

「
都
市
木
造
の
可
能
性
～
公
共
建
築
の
未
来
は

ど
う
な
る
」
と
題
し
て
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
、
意
欲
的
な
意
見
交
換
が
展
開
さ
れ
た
。 

 

木
の
建
築
か
ら
木
造
都
市
へ 

木
造
建
築
に
対
し
て
は
、
大
好
き
と
い
う
人

が
い
る
一
方
で
「
燃
え
る
」｢

腐
る
」
「
壊
れ
る
」

と
敬
遠
す
る
人
も
い
る
。
木
造
建
築
の
意
義
を

認
め
る
人
で
も
低
層
が
対
象
だ
か
ら
名
古
屋
市

は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
と
い
う
意
識
だ
。
確
か

に
今
回
の
法
律
が
義
務
化
を
打
ち
出
し
て
い
る

の
は
低
層
の
公
共
建
築
物
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

現
状
で
は
、
構
造
計
画
や
コ
ス
ト
の
面
で
木
造

化
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら「
積

極
的
に
木
造
化
を
促
進
」
す
る
対
象
か
ら
除
外

さ
れ
た
だ
け
。
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
公
共
建
築
物
で
あ
っ
て
も
「
木
造
化

が
可
能
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
木
造

化
を
図
る
よ
う
に
努
め
る
」
こ
と
が
基
本
方
針

に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
木
造
化
の
対
象
は
低
層

建
築
だ
け
で
は
な
い
の
だ
。 

日
本
の
人
口
は
、
こ
の
五
十
年
間
に
急
増
し

た
人
口
と
ほ
ぼ
同
数
の
人
口
が
今
後
五
十
年
間

で
急
減
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
五
十

年
後
の
都
市
を
考
え
る
時
、
こ
の
こ
と
は
大
き

な
意
味
を
持
つ
。
地
域
社
会
の
み
な
ら
ず
家
族

内
で
も
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
中
で
、
木
の
も
つ
「
ぬ
く
も
り
」

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
木
の
建
築
か
ら
木
造

都
市
へ
。
木
の
可
能
性
を
さ
ぐ
り
、
木
造
都
市

を
夢
み
て
み
た
い
と
思
う
。 

「
公
共
住
宅
部
会
」の
設
置 

近
年
、
公
共
住
宅
に
お
い
て
は
、
住
生
活
基

本
法
の
制
定
や
、
公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部

改
正
な
ど
制
度
上
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
、
ま

た
、
居
住
者
の
高
齢
化
や
外
国
人
世
帯
の
増
加
、

建
物
の
老
朽
化
な
ど
公
共
住
宅
が
取
り
巻
く
課

題
も
多
く
、
公
共
住
宅
が
ひ
と
つ
の
転
換
期
を

迎
え
て
い
る
と
言
え
る
。 

(

社)

都
市
住
宅
学
会
中
部
支
部
で
は
、
支
部

活
動
の
一
環
と
し
て
住
宅
市
場
研
究
会
を
設
置

し
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
研
究
活
動
を
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
中
で
、
平
成
二
〇
年
度
か
ら
新
た

に
「
公
共
住
宅
部
会
」
が
活
動
を
開
始
し
た
。

こ
こ
で
は
、
日
本
の
公
共
住
宅
が
取
り
巻
く
現

状
と
課
題
、
ま
た
公
共
住
宅
政
策
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、
毎
回
熱
い
議
論
が
交
わ

さ
れ
て
い
る
。 

 

ミ
ッ
ク
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
実
現
す
る
オ
ラ
ン
ダ 

公
共
住
宅
部
会
で
は
、
わ
が
国
の
公
営
住
宅

制
度
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
た
び
た
び
欧
米

諸
国
の
事
例
が
取
り
挙
げ
ら
れ
る
。 

欧
米
諸
国
と
異
な
る
点
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、

中
で
も
興
味
深
か
っ
た
の
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
家

賃
決
定
の
仕
組
み
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け

る
家
賃
決
定
の
仕
組
み
は
、
支
払
い
能
力
、
収

入
、
家
族
型
を
基
本
に
応
能
家
賃
を
算
出
し
て

い
る
。
最
高
適
正
家
賃
と
応
能
家
賃
の
差
が
住

宅
手
当
と
し
て
支
払
わ
れ
る
。
わ
が
国
で
は
、

家
族
型
と
住
宅
の
広
さ
が
不
一
致
な
場
合
も
み

ら
れ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
収
入
が
低
く
て
も

子
ど
も
が
多
い
世
帯
は
そ
れ
に
見
合
っ
た
住
宅

に
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
一
つ
の

住
棟
に
様
々
な
階
層
の
世
帯
が
入
居
し
、
ミ
ッ

ク
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
点

は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。 

居
住
者
が
抱
え
る
課
題
と
解
決
へ
の
糸
口 

制
度
上
の
課
題
と
併
せ
て
し
ば
し
議
論
に
挙

が
る
の
が
、
入
居
者
が
抱
え
る
課
題
で
あ
る
。 

近
年
は
特
に
、
高
齢
化
に
よ
る
役
員
の
担
い
手

不
足
や
自
治
会
活
動
・
運
営
の
衰
退
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
居
住

者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
薄
れ
て
き
て
い
る
団

地
も
多
い
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
現
状
と

し
て
は
自
治
会
が
担
う
役
割
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
自
治
会
活
動
に
関
し
て
は
、
近
年
、
上

手
く
機
能
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
そ
う
で
な
い
と

こ
ろ
と
二
極
化
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。 

以
前
、
仕
事
で
県
内
の
自
治
会
活
動
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
る
公
営
住
宅
を
取
材
す
る
機
会

が
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
高
齢
者
向
け
の
サ

ロ
ン
の
開
催
や
、
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

を
自
治
会
自
ら
行
っ
て
い
る
団
地
も
あ
っ
た
が
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
も
担
い
手
不
足
や
資
金

不
足
が
課
題
と
し
て
挙
が
っ
て
い
た
。 

今
後
、
高
齢
化
が
進
み
、
財
政
も
緊
迫
し
て

い
く
中
で
、
自
治
会
が
担
う
役
割
も
さ
ら
に
大

き
く
な
っ
て
い
く
と
思
う
が
、
そ
れ
ら
を
支
え

る
仕
組
み
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
あ
る
団
地

で
は
、
外
国
人
の
子
ど
も
向
け
に
日
本
語
教
室

が
開
か
れ
て
い
た
が
、
教
師
は
大
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
第
三
者
に
よ
る
ソ

フ
ト
面
で
の
充
実
が
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ

て
く
る
と
思
う
。 

参
考
： 

(
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都
市
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中
部
支
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HP 

http://w
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w
.uhs.gr.jp/chubu/  

「「
木木
造造
都都
市市
」」
をを
考考
ええ
るる  

～
木
愛
の
会
の
活
動
を
通
じ
て
～

石
田 

富
男 

「
木
造
復
権
」
「
循
環
・
再
生
す
る
木
造
建
築
」
「
進
化
す
る
木
造
建
築
」
「
こ
こ
ま

で
で
き
る
！
火
に
強
い
木
造
建
築
」
。
こ
れ
ら
雑
誌
の
特
集
タ
イ
ト
ル
に
示
さ
れ
る
よ

う
に
近
年
、
木
造
建
築
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
十
月
に
は

公
共
建
築
物
木
材
利
用
促
進
法
も
施
行
さ
れ
た
。
木
曽
の
木
材
の
集
散
地
と
し
て
発

展
し
た
名
古
屋
か
ら
「
木
造
都
市
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 
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7 月完成。1 階は RC 造であ

るが、2～5 階の柱に木質ハ

イ ブリ ッ ド 集成材（カラ マ

ツ集成材の中に H 型鋼を内

蔵し た 1 時間耐火部材）が

用いら れて おり 、木のビル

とし て の異彩を放つ。 


